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Ｘ線ＣＴの液状化コア試料の３次元構造解析への適用
Application of X-ray computed tomography to the three-dimensional structure analysis
of liquefied core samples
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地質試料は一般に複雑な内部構造を有しているケースが多く、したがって 2次元ではなく 3次元でイメージングして
内部構造データを取得することが望ましい。Ｘ線ＣＴは、そのニーズに応えることができる装置であり、地球科学の諸
分野で使われつつある (e.g., Nakashima et al., 2011;平ほか, 2012;中島・中野, 2013)。今回、我々は、医療用ＣＴを東日本
大震災で液状化した地域のボーリングコア試料に適用し、砂脈の形状（図１）や流動化した地層の構造を３次元的にイ
メージングすることができた。Ｘ線ＣＴは、従来のスラブ試料の軟Ｘ線観察法にくらべて、 (i) 装置が高価で (ii) 画像処
理用に高度な計算機環境が必須という短所があるものの、(1)非破壊かつ (2)短時間で (3)3次元的に (4)高分解能で堆積
構造データを取得できるという長所があるので、液状化研究のみならず平野地域の第四紀層序の研究全般に有益なツー
ルといえる。
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